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研究成果の概要（和文）：モデル地域において、現在運転中の高齢者は運転未経験・中止者に

比べ、安全運転可能な年齢を実年齢より 7 歳高く想定していた。地域住民・民生委員・ケ

アマネジャーは、認知機能の低下した高齢者の運転に関する問題意識を有しており、運転

の必要性、生活実態を知っているが故のジレンマを当事者間で共有していた。モデル地域

における意識調査や諸外国の現状調査の分析結果、地域特性に応じた社会資源の活用、認

知機能の低下した高齢ドライバーの運転中止過程と家族支援のコツ等をパンフレットにま

とめ、相談窓口としての機能を果たす地域包括支援センターに配布するとともにホームペ

ージで公表した。 

 
研究成果の概要（英文）：In the model area of our project, elderly drivers tended to 
recognize the ‘safe driving age’ to be approximately seven years older than their actual 
age. Local inhabitants, welfare volunteers and care managers were critical of driving 
by the elderly with deteriorated cognitive functions, while they did empathize with the 
elderly’s need to drive considering the actual conditions of their lives. By analyzing 
the attitude survey in the model area and the similar surveys conducted abroad, we 
presented the available social resources adapted to local characteristics, driving 
cessation process of the elderly with deteriorated cognitive functions, and the family 
support for the elderly in a pamphlet. We distributed the copies to the community general 
support centers, which function as consultation counters, and released it on our web page 
as well. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）認知機能低下と自動車運転 

社会の超高齢化により、高齢者が自動車事

故の加害者となるケースが増加している。認

知機能低下と自動車運転は、公共安全や個人
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の権利が複雑に絡んだ社会問題に発展する

ことが予測される。 

 

（２）課題 

2009 年度から、後期高齢者の運転免許更

新時に簡易認知機能検査が実施されること

になり、認知機能低下者を早期に発見し、認

知症者の自動車運転を規制する対策が進み

始めた。しかし、認知機能が低下した高齢者

本人への心理的サポートや家族の相談体制

の整備は遅れている。 

加齢や認知機能の低下によって運転免許

を返納することは、高齢者の生活の自立度を

大きく低下させる。よって、運転中止後の車

のない生活を支える地域環境づくりが喫緊

の課題である。さらに、命の危険に関わる公

共安全の問題は、家族・親族内や近隣住民と

の葛藤をもたらし、本人と介護者との関係悪

化を招き、介護者の健康障害発生や介護放棄、

虐待に至る危険性が高い。 

我々は、主治医から運転中止を宣告された

認知症ドライバーと家族を、2003 年から継

続的に支援してきた。その経験の中で得た相

談技術や知識・資源を有効に活用するととも

に、文献調査や海外の情報分析、モデル地域

における高齢者と関係者を対象とした調査

結果の分析により、高齢者ならびに認知症ド

ライバーとその家族に対する効果的な支援

情報を総括し、啓発普及する。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、認知機能の低下した高齢
ドライバーとその家族を支援する地域ケア
プログラムを開発し、高齢者の自立した生活
の維持や介護予防の推進に資することであ
る。 

 

３．研究の方法 

【平成 21 年度】 

（１）初期認知症高齢者と自動車運転を取り
扱う全ての分野の文献レビューから、国内
外で実施されている地域ケアプログラム
の現状と課題を明らかにする。 

①インターネット検索による検討：政府
や国民の認知症への関心が高い英語
圏の 4カ国（アメリカ・カナダ・イギ
リス・オーストラリア）を対象とし、
信頼性の高いホームページから、法律、
認知症ドライバーの運転適否の評価
方法、運転制限、サポート体制等の情
報を収集し分析する。 

②文献検討：認知症患者またはアルツハ

イマー病患者の運転の危険性に対す
る適切な評価方法と、運転を中止した
場合の社会的サポート体制について、
PubMed、Medline、PsycINFO の文献デ
ータベースを使用し、原著論文につい
て調査、分析する。 

③国際地域看護学会 2009（オーストラリ
ア、アデレード市）における情報収集
と現地視察：アルツハイマー病協会サ
ウス・オーストラリア支所の作業療法
士や在宅ケア担当者らと意見交換し、
情報を分析する。 

 
（２）愛媛県内の、地域包括支援センターと 

警察署と教習所の管轄地域が一致してお
り、協力が得られる市町をモデル地域（以
下、A 町）として選定し、基礎データの収
集とともに、関係者の認識の共有化を図る。 

 
【平成 22 年度】 
（１）A町に居住し、老人クラブに所属する

65 歳以上高齢者に対して自記式質問紙調
査を実施し、高齢者の自動車運転の実態、
高齢ドライバーの認知機能低下と運転に
関する意識を明らかにする。 

 
（２）A町の保健福祉関係者に自記式質問紙

調査を実施し、高齢者の運転やその中止に
関する認識を明らかにする。 

 
【平成 23 年度】 
（１）結果の公表 
  ①調査協力者、関係各機関への研究成果

報告 
  ②学会発表 
  ③論文投稿 
 
（２）ホームページやパンフレットによる、

一般住民を対象とした認知機能低下と自
動車運転に関する情報提供と意識啓発。 

 
４．研究成果 
（１）国内外の現状 

①諸外国の現状分析結果 
認知症と診断された高齢ドライバーに

対しては、すべての国や州が運転制限や免
許更新を短くするなどの介入を行ってい
た。本人・家族・医師・第三者による交通
行政当局への申告・届出を義務化し、罰
則・罰金を設けている国もあった。 

運転技術に支障が出た場合に運転の適
否を評価する法制度は様々で、運転停止や
免許剥奪の法執行を行う国と、人権に配慮
し免許返納を推進する国に分かれた。 

認知症ドライバーへの特別なサポート
体制の詳細は不明で、公共交通機関の情報
提供は多くみられた。 



 

 

②文献調査結果 
原著論文 28 件を分析した結果、(ア)～

（キ）の知見を得た。 
（ア）認知症患者の運転技術やパフォーマ

ンスを適切に評価することは困難 
（イ）認知機能テストのみを運転停止の評

価指標とすることは不十分 
（ウ）認知症の診断項目のひとつに運転技

術の評価も加えるべき 
（エ）医師による身体機能や認知症の病状

の評価と認知機能テストなどを統
合して患者の運転技術を評価する
指標の開発の必要性 

（オ）介護者に対する患者の運転技術のイ
ンタビューは、信頼性が低い 

（カ）調査員が患者の運転に同乗して評価
することは、患者が平常心を保って
運転することができなくなる可能
性がある 

（キ）現状では、適切な認知症患者の運転
能力評価指標は特定できない 

また、サポート体制については、認知症
患者に対しては公共交通機関の割引や配
食サービスの実施などがあるものの、認知
症ドライバーに対するサポート体制に言
及した文献はみつからなかった。 
③現地調査結果 

オーストラリアでは、医師から通報を受
けた運輸査定局が路上を含む運転テスト
を実施、3 回の失敗で免許取り消しとなる
が、免許がないことを忘れて運転する人も
いる。2009 年から一般医の診察前に 1.5 
時間のナースカンウンセリングが保険適
用となり、本人・家族からの相談に対応し
効果をあげていた。 
 

（２）自動車運転に関する高齢者の認識 
A 町の老人クラブに依頼し、支部長を通じ

て 207 人の高齢者の回答（自記式質問紙）を
回収、集計した。回答者の平均年齢は 74.8
±5.2 歳、男性 60.4％、女性 39.6％。現在運
転中は 143 人（男性 70.6％、女性 29.4％）
であった。 

運転免許を返納したあとでも運転すると
回答した人のなかには、交通事故を経験して
いる人も含まれていた。高齢になって周囲に
運転を心配されたり反対されたりしている
としても、今後も運転可能との自己認識を少
なからず有している。実際、高齢者が安全運
転可能と考える年齢と実年齢との差（図 1）
は、運転中止者 2歳に比し、現役の運転者は
7 歳と有意に高く、現在運転中の高齢者は、
運転に対する自己効力感が高いと考えられ
る。高齢者の運転に対する自己効力感と運転
にかかる認知機能の客観的評価との関連探

索が今後の課題である。 
高齢者の 71％は自分の運転に危険を感じ

ていた。しかし、8 割以上の高齢者がほぼ毎
日何らかの目的で運転をしており、時間に余
裕をもつ・走り慣れた道を走る・体調不良時
は運転しない等の安全運転行動（図 2）を心
がけていた。これらの項目には性差があり、
交通安全に係る啓発活動に利用できる。 

図 1 安全運転可能年齢 

図 2 安全運転行動 

 
（３）運転を中止した後に必要な支援 

免許返納などに伴う運転中止後にあれば
よいと思う支援（図 3）として、75 歳未満高
齢者に最も期待されていたものは、公共バス
であった。しかし、人口減少や自家用車の普
及などでバスの利用者数は減少し続けてお
り、路線減少や廃線は後を絶たない。また、
高齢になるほど乗降動作やバス停への移動
距離等に関して身体的な問題が出てくるこ
とが予想され、本調査でも 75 歳以上高齢者
は公共バスよりも医療機関送迎バスを期待
している。 

タクシー料金割引や公共バスの無料化な
どへの期待から、他人に頼ることなく、安価
で、自立した生活を継続するための期待に応
えるための対策が必要であると考える。 

** 



 

 

図 3 運転中止後に必要な支援 

 
（４）高齢者の自動車運転に関する民生委員
とケアマネジャーの認識 

A 町の民生児童委員(以下、民生委員)と町
内事業所のケアマネジャー（以下、CM）を対 
象に平成 22 年９月に自記式質問紙調査を実
施した。民生委員 41 人（平均年齢 67 歳）と
CM20 人（25 歳～49 歳）から回答を得た。 

CM の 95.0％、民生委員の 87.8％は一般高
齢者の自動車運転に危険を感じ、運転中止を
勧めるジレンマを感じていた。高齢者が認知
症との診断を受けた後、誰が運転中止を判断
するかについて、CM は主治医・警察、民生委
員は本人・家族と違いがみられた(図 4)。  
経験年数 3年以上の CM は全員が認知症高齢

者の自動車運転中止に苦労した経験を有し
（図 5）、周囲が危険を感じた時点で自動車運
転を中止すべきと考えていた（図 6）。 
CM は本人や家族が運転中止を決断・実行す

る難しさを知っており、最終的な判断は公的
システムに委ねることに期待をしていた。一
方、地域福祉を推進する立場の民生委員は、
高齢者が自覚を持ち周囲が関心を示すとい
う形を理想とする運転中止過程への期待を
抱いており、認知症高齢者や家族にも自力で
の問題解決を求めていた。 

地域全体で高齢者の運転に関心を寄せ、見
守り、助け合うとともに、安全運転行動を啓
発し、免許返納後の自立した生活を維持する
ための社会的支援の推進が求められる。 

図 4 自動車運転中止の判断 

 

 

 

 

 図 5 高齢者の自動車運転に関する相談 

図 6 運転中止の時期 

 
（５）アクション 
（１）～（４）の結果を踏まえ、高齢者と関
係者の認識のずれ・運転中止過程の家族対処
モデル・地域住民が活用可能な社会資源情
報・認知症早期発見に関する情報等を網羅し
た教材を作成し、モデル地域の老人クラブ、
民生委員会、介護保険事業者ならびにケアマ
ネジャー等の関係者、警察および自動車運転
教習所に実態と解決方策を投げかけた。 

その結果、町立地域包括支援センターが中
心となり、高齢者講習委託先の自動車運転教
習所、警察署、老人クラブや関係団体などと
のネットワーク組織化を図り、認知機能の低
下した高齢ドライバーとその家族を支援す
る相談体制を構築することが可能であるこ
とが明らかになった。 

現在、地域における高齢者の総合相談窓口
としての機能を担う地域包括支援センター
は、権利擁護と介護予防を推進しており、認
知症ドライバーと家族、地域住民にとって有
力な資源である。認知症ドライバーとその家
族への個別の相談対応のモデルを示したこ
とによって、高齢者の自尊感情低下や役割喪
失による閉じこもりを引き起こさないため
の介入、介護者の健康障害・介護放棄・虐待
のリスクを生じさせないための介入が可能
となった。また、我々の作成したパンフレッ
ト等を用い、関係機関と地域住民を巻き込ん
だヘルスプロモーション活動によって各地
域に適した支援体制を構築することは、高齢
者の自立した生活の継続を支援し、介護予防
を推進することになり、他の農山村地域にお
いて活用可能である。 

** 

** 

** p<.01 

(%) 

** 
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